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第

十

七

琥

第
一
圃

H
英
同
盟
の
成
立
と
ド
イ
ツ
帝
國

今
を
去
る
三
十
六
年
前
、
日
英
雨
國
間
に
成
立
せ
る
第
一
回
日
英
同
盟
が
泄
界
歴
史
上
重
大
な
意
義
を
留
む
る
に
至

っ
た
の
は
敢
て
槃
論
を
要
せ
ざ
る
虞
で
あ
る
。

で
も
な
く
、
よ
く
露
の
南
下
を
制
し
て
諧
洲
よ

b
其
勢
力
を
一
掃
し
常
時
の
我
が
國
防
第
一
線
た

b
し
朝
鮮
半
島
の
併

合
さ
る
ヽ
を
妨
止
し
得
た
の
は
該
同
盟
に
負
ふ
慮
少
く
な
い
。
英
國
で
は
同
盟
に
封
す
る
非
難
も
少
く
な
く
、
最
初
露

と
衝
突
し
て
死
活
戦
を
演
す
可
苔
運
命
に
あ
る
の
は
日
本
で
あ
っ
て
英
の
日
本
に
奥
へ
る
援
助
の
意
義
は
重
大
で
あ
る

が
英
國
の
日
本
に
仰
ぐ
可
苔
援
助
は
差
迫
つ
て
ゐ
す
又
死
活
戦
と
い
ふ
如
き
重
大
な
も
の
へ
の
援
で
な
い
。
云
々
と
い

ふ
様
な
繹
で
あ
っ
た
の
が
、
同
盟
締
結
の
責
任
者
「
ラ
ン
ス
ダ
ウ
ン
侯
」
は
上
院
で
堂
々
た
る
演
説
を
試
み
、
「
國
際
状

線
の
髪
化
は
英
國
の
博
統
『
名
号
の
孤
立
』
に
係
は
る
可
き
で
な
い
。
近
代
戦
に
於
け
る
軍
費
の
驚
く
可
苔
膨
大
に
到

懐
第
一
回

H
英
同
盟
の
成
立
と
ド
イ
ツ
帝
閾

祗

日
本
が

H
露
戦
役
に
際
し
て
こ
の
同
盟
の
恩
恵
を
蒙
っ
た
の
は
云
ふ
ま

時

野

谷

常
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獨
逸
帝
國
大
宰
相
「
ビ
ス
マ

JV

ク
」
は
獨
佛
戦
役
に
於
け
る
佛
國
の
復
郷
に
備
へ
ん
た
め
一
八
八
二
年
を
以
て
三
國

同
盟
な
る
防
禦
同
盟
を
造
っ
た
、
こ
れ
に
封
し
て
露
佛
同
盟
（
事
賓
一
八
九
一
年
に
起
る
）
の
早
晩
起
る
可
営
に
多
大
の

の
消
息
を
明
か
に
し
た
い
と
考
へ
る
。

し
て
は
所
謂
同
盟
を
以
て
軍
費
を
補
ふ
可
き
こ
と
も
必
要
で
あ

b°

営
、
一
同
盟
が
望
ま
し
き
相
手
に
到
し
て
盆
さ
れ

た
か
。
二
同
盟
目
的
は
妥
常
適
切
な
る
か
。
三
賓
際
同
盟
の
鴛
支
彿
ふ
可
き
債
値
が
常
然
支
彿
は
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
に

封
し
餘
b
に
大
な
る
こ
と
な
き
か
、
こ
れ
を
考
慮
す
る
こ
と
重
要
な

b
。
相
手
た
る

H
本
が
寅
力
、
文
化
に
於
て
敬
服

を
値
す
る
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
、
同
盟
の
目
的
は
露
の
南
下
を
抑
へ
て
浦
、
韓
雨
國
の
領
土
を
保
全
し
極
東
の
平
和
を

維
持
す
る
に
あ
る
。
況
ん
や
新
興
日
本
の
武
力
に
よ
っ
て
露
に
打
撃
を
典
へ
る
時
、
賞
戦
に
英
國
の
係
は
る
必
要
は
全

然
な
い
。

只
英
が
同
盟
に
加
は
る
こ
と
に
よ
っ
て
佛
の
露
を
助
け
る
こ
と
を
差
控
へ
さ
す
れ
ば
充
分
で
あ

b
、
同
盟
あ

る
に
依
つ
て
日
鐸
の
衝
突
は
避
く
可
ら
ざ
ら
ん
も
一
般
的
交
手
は
差
控
へ
る
こ
と
が
出
来
や
う
。
こ
れ
賓
際
に
支
彿
ふ

可
苔
も
の
の
、
支
彿
は
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
よ

b
却
つ
て
少
な
き
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
か
」
と
云
つ
て
居
る
。

ン
ス
ダ
ウ
ン
の
言
の
如
く
英
も
著
大
な
る
利
釜
を
得
た
の
は
疑
な
く
、
ま
し
て
改
訂
條
約
の
結
果
、
冊
界
大
戦
常
時
の

英
國
が
如
何
に
重
大
な
る
利
徒
を
獲
得
す
る
に
至
っ
た
か
は
今
更
申
上
ぐ
る
ま
で
も
な
い
。

の
重
大
な
る

8
英
同
盟
成
立
の
過
程
に
於
て
獨
逸
帝
國
の
態
度
が
如
何
に
重
大
な
る
闊
係
を
有
す
る
か
、
又
常
時
の
我

が
闘
の
政
治
家
が
如
何
に
多
大
の
心
血
を
傾
倒
せ
る
も
の
で
あ
る
か
、
聯
か
讀
み
得
た
る
東
西
の
史
料
に
徴
し
て
這
般

懐

徳

か
く
雨
國
に
と
つ
て
意
義 ラ



出
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

即
ち
帝
國
主
義
に
封
し
て
健
全
な
る
骰
展
を
遂
げ
し
め
ん
と
計
っ
た
。

「
由
来
英
國
は
大
陸

闊
心
を
彿
ひ
、
別
に
何
等
か
の
同
盟
に
依
つ
て
三
國
同
盟
を
強
化
し
、
且
つ
常
時
漸
く
出
骰
の
途
に
上
れ
る
世
界
政
策

か
く
て
「
ビ
ス
マ

JV

ク
」
は
一
八
八
七
年
十
一

月
書
を
英
國
首
相
「
ゾ
ー
JV

ス
ベ
リ
ー
」
に
寄
せ
「
獨
は
そ
の
國
際
的
情
勢
よ

b
見
て
英
國
に
同
盟
を
得
ん
と
す
る
の

心
極
め
て
切
な
る
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
英
國
に
し
て
應
ぜ
ざ
る
場
合
、
獨
は
常
然
露
佛
側
に
依
ら
ざ
る
可
か
ら
す
。

云
々
」
と
云
っ
た
が
、
常
時
、
獨
逸
外
務
省
の
一
参
事
官
而
も
黒
幕
の
外
相
、
否
大
宰
相
と
も
い
は
れ
た
「
フ
ォ
ン
11

ホ
JV

ス
ク
イ
ン
」
は
英
國
首
相
の
心
中
を
付
度
し
、
次
の
如
く
「
大
政
略
」
中
に
述
べ
て
ゐ
る
。

に
起
れ
る
手
乱
を
利
用
し
自
己
の
線
力
的
地
位
を
確
立
す
る
に
努
め
る
。
し
か
し
ナ
ボ
レ
オ
ン
戦
季
の
場
合
、
英
國
首

相
「
ピ
ッ
ト
」
は
英
の
全
國
力
を
賭
し
、
諸
列
國
と
同
盟
し
て
英
國
の
利
櫂
を
主
張
す
る
に
至
っ
た
が
、
近
時
英
國
の

政
治
家
特
に
「
ソ
ー
JV

ス
ベ
リ
ー
」
の
場
合
は
、
大
陸
季
乱
の
場
合
、
英
は
常
に
季
乱
の
渦
に
遠
か
つ
て
党
に
大
陸
詣

邦
を
誘
ひ
英
の
武
に
火
中
の
栗
を
拾
は
し
め
ん
と
云
ふ
の
で
あ

b
、
こ
の

K
a
s
t
a
n
i
e
n
t
h
e
o
r
i
e

こ
そ
英
國
外
交
の
伯

條
で
あ
っ
て
欧
の
諸
列
國
を
し
て
英
の
外
交
に
信
を
措
く
能
は
ざ
ら
し
め
る
。
凡
ら
く
比
公
の
誘
に
到
す
る
返
答
も
骰

昧
な
も
の
だ
ら
う
と
云
っ
た
が
、
事
賓
比
公
の
希
望
せ
る
如
き
明
白
な
返
答
は
「
ソ
ー
JV

ス
ベ
リ
ー
卿
」
の
返
事
に
見

さ
て
「
ビ
ス
マ

JV

ク
」
の
僻
任
後
に
出
た
有
名
な
大
宰
相
は
「
ホ
ー
＝
ン
ロ
ー
＝
」
（
一
八
九
四
年
ー
一
九

0
0
年）

で
あ
っ
た
が
、
公
の
外
交
の
骨
子
も
亦
「
ビ
ス
マ

JV

ク
」
の
方
針
を
襲
ひ
、
同
盟
（
英
國
）
に
よ
っ
て
消
極
的
の
世
界
政

第
一
回
日
英
同
盟
の
成
立
と
ド
イ
ツ
帝
國



策
を
推
進
め
、
三
國
同
盟
を
強
化
せ
ん
と
す
る
に
あ
る
。
し
か
し
比
公
の
意
園
せ
る
如
含
英
國
と
の
同
盟
は
、
英
の
所

に
依
b
て
は
容
易
に
寅
現
す
る
可
ら
ざ
る
を
知
つ
て
ゐ
る
の
で
、
常
初
方
針
を
轄
じ
て
敵
國

側
即
ち
露
佛
同
盟
に
近
づ
き
消
極
的
政
策
に
依
つ
て
國
際
的
地
位
を
安
固
に
し
且
つ
國
勢
の
進
展
を
計
ら
う
と
し
た
。

か
ヽ
る
過
程
に
現
は
れ
た
の
が
、
我
を
し
て
臥
薪
嘗
腑
の
腑
を
固
め
し
め
た
三
國
干
渉
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

H
浦
戦
役
終
を
告
げ
明
治
二
十
八
年
下
ノ
胴
條
約
調
印
さ
れ
て
後
、
四
月
二
十
三

B
突
如
、
露
佛
獨
三
國
の
千
渉
が

起
b
、
五
月
九

B
我
が
政
府
は
遂
に
萬
酎
の
涙
を
呑
ん
で
遼
東
半
島
の
還
附
に
應
じ
た
の
で
あ
る
。
事
の
仔
細
を
按
す

思
は
れ
る
。

る
に
、
千
渉
の
「
イ
ニ
シ
ア
チ
ー
ブ
」
を
執
っ
た
の
は
世
上
に
博
へ
る
如
く
露
に
非
す
し
て
寧
ろ
獨
に
あ
っ
た
や
う
に

「
大
政
略
」
に
徴
す
る
に
「
支
那
が
敗
戦
に
係
は
ら
す
戦
を
績
く
る
場
合
必
す
や
廠
列
強
の
干
渉
を
起
し
、

露
佛
の
如
苔
共
同
利
櫂
獲
得
に
専
念
す
る
も
の
が
あ
ら
う
。
或
は
露
が
抜
け
謳
し
て
戦
勝
國

H
本
に
結
び
支
那
に
於
け

る
利
櫂
確
保
に
均
需
せ
ん
こ
と
を
努
め
る
で
あ
ら
う
。
」
と
考
へ
直
に
英
政
府
に
設
い
て
英
蜀
合
同
、

佛
雨
國
の
要
求
に
封
し
有
力
な
(
-
1

一
國
同
盟
の
強
化
）
「
バ
ラ
ン
ス
」
を
造
ら
う
と
申
出
た
こ
と
を
記
し
て
ゐ
る
。
し
か

し
英
の

Kastanienthorie
は
か
ヽ
る
申
出
を
断
つ
て
し
ま
っ
た
の
は
常
然
で
あ
る
。
況
ん
や
常
時
英
は
東
方
の
利
櫂

を
保
つ
べ
く
、
新
興
日
本
に
嘱
望
す
る
こ
と
深
く
、
共
同
干
渉
に
加
は
つ
て

H
本
の
恨
を
買
ふ
の
要
は
な
い
。
．
又
公
然

日
本
援
助
を
啓
明
せ
ん
か
、
露
佛
等
の
怒
を
招
き
又
支
那
の
憤
を
煽
b
支
那
の
利
櫂
獲
得
に
典
か
b
得
ぬ
や
う
に
す
る
、

荘
に
断
然
沈
獣
無
言
の
援
助
を

8
本
に
奥
へ
た
。
「
大
政
略
」
に
依
る
に
荘
に
獨
逸
は
露
と
の
交
渉
に
う
つ

b

「
提
示
さ

謂

Kastanientheorie

攘

繍

四

以
て
危
険
な
る
露



五

る
べ
苔
日
本
の
平
和
條
件
に
依
つ
て
は
共
同
干
渉
希
望
あ

b
と
云
ひ
、
霧
は
こ
れ
に
同
意
し
、
佛
も
亦
露
佛
同
盟
の
闊

係
よ
b
干
渉
に
参
加
し
た
の
は
「
大
政
略
」
「
林
伯
秘
録
」
に
よ
っ
て
窺
は
れ
る
。
勿
論
獨
が
露
佛
だ
け
に
支
那
の
利
櫂

を
私
せ
し
め
す
間
接
に
三
國
同
盟
の
強
化
を
計
っ
た
繹
合
で
あ
る
。
陸
奥
伯
の
賽
々
録
に
「
獨
の
態
度
の
豹
髪
は
欺
洲

政
略
の
闊
係
に
出
で
背
に
腹
は
代
へ
ら
れ
ぬ
と
の
理
に
出
づ
」
と
云
っ
た
は
至
言
な
b
。
尚
此
際
消
極
的
帝
國
主
義
に

依
つ
て
若
干
利
横
の
獲
得
に
意
あ
る
を
明
か
に
し
た
の
は
「
大
政
略
」
に
「
我
等
の
目
指
す
利
貸
は
支
那
海
岸
の
ニ
―
―
―

地
貼
の
獲
得
で
あ
b
、
こ
れ
こ
そ
獨
逸
の
海
運
業
に
商
業
に
多
大
の
便
宜
を
興
へ
る
で
あ
ら
う
」
と
云
つ
て
ゐ
る
。

な
ほ
前
述
の
如
く
最
初
「
ホ
ー
ニ
ン
ロ
ー
エ
」
の
政
策
は
英
國
に
近
づ
く
に
あ
っ
た
が
英
の

Kastanientheorie
は

容
易
に
こ
れ
を
具
骰
化
せ
す
、
そ
の
上
英
の
南
亜
政
策
に
到
し
英
と
の
積
極
的
同
盟
は
獨
逸
國
民
の
望
む
と
こ
ろ
で
な

く
、
か
く
て
一
九

0

0
年
十
月
十
六
日
英
（
ゾ
ー
JV

ス
ベ
リ
ー
）
獨
（
ホ
ー
エ
ン
ロ
ー
ニ
）
の
間
に
揚
子
江
河
谷
協
定

(
Y
a
n
g
t
y
e
 Valley 
A.)
て
ふ
消
極
的
同
盟
が
出
来
た
。
そ
の
中
に
「
第
三
國
が
支
那
の
紗
維
を
利
用
し
て
領
土
的
野

心
を
展
べ
ん
と
す
る
時
、
同
盟
雨
國
は
自
分
等
の
利
櫂
を
保
護
す
る
盆
の
手
段
に
関
し
了
解
を
遂
ぐ
可
営
櫂
利
を
保
留

す
る
」
と
い
ふ
の
で
あ

b
、
「
ビ
ー
ロ
ー
」
演
説
集
に
も
い
ふ
如
く
「
何
等
第
三
國
に
封
し
戦
争
を
な
す
の
義
務
を
英
獨

に
負
は
せ
る
も
の
で
な
い
か
ら
露
の
嫌
疑
を
受
け
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
と
云
っ
た
が
事
賓
「
ラ
ム
ス
ド
JV

フ
」
の
怒
を

買
ふ
た
の
は
「
大
政
略
」
の
記
載
に
見
え
て
ゐ
る
。
」
獨
と
し
て
も
固
よ
b
積
極
的
同
盟
で
な
い
か
ら
強
い
て
露
の
怒
を

煽
る
必
要
は
な
く
、

一
九

0
一
年
（
ビ
ー
ロ

1
時
代
）
露
の
浦
洲
に
封
す
る
野
心
の
高
潮
せ
し
時
、
「
揚
子
江
協
定
の
所

第
一
回
日
英
同
盟
の
成
立
と
ド
イ
ツ
帝
國



櫂
確
立
を
第
一
義
と
す
。
し
か
し
商
櫂
の
確
立
に
は
土
地
的
根
握
を
要
す
。

定
は
禰
洲
に
及
ぶ
こ
と
を
考
慮
せ
す
」
と
宜
言
し
英
の
「
ラ
ン
ス
ダ
ウ
ン
」
外
相
に
大
な
る
失
望
を
興
へ
た
が
同
協
定

の
消
極
的
な
b
し
以
上
か
く
の
如
き
は
敢
て
問
題
と
す
る
に
足

b
ぬ
で
あ
ら
う
。

一
九

0
0
年
十
月
「
ホ
ー
エ
ン
ロ
ー
ニ
」
大
宰
相
を
僻
し
、
「
ビ
ー
ロ
ー
」
代
つ
て
こ
れ
に
任
す
。
「
ビ
ー
ロ
ー
」
演

諒
集
に
依
る
に
「
現
下
、
獨
逸
は
國
民
的
必
要
に
順
應
し
て
世
界
政
策
上
、

と
し
て
比
公
の
消
極
的
方
策
を
襲
つ
て
居
る
。

ビ
ス
マ

JV

ク
時
代
以
上
に
出
た
。
し
か
し

吾
人
は
堅
固
な
る
地
盤
と
し
て
ビ
ス
マ

JV

ク
の
欧
洲
政
策
の
基
礎
の
上
に
立
つ
」
と
云
う
て
居

b
、
依
然
政
策
の
骨
子

「
ビ
ー
ロ
ー
」
演
諒
集
に
云
ふ
「
ハ
ン
ザ
汽
船
を
凡
ゆ
る
水
路
に
乗
b

入
れ
て
、
裂
隙
あ
る
毎
に
指
を
そ
の
間
に
挿
ま
ん
と
す
る
な
ら
（
狭
小
の
地
と
雖
も
こ
れ
を
求
め
る
意
）
断
乎
と
し
て

こ
れ
に
反
到
す
。
し
か
し
獨
逸
の
商
工
業
的
精
紳
の
港
透
す
る
所
に
吾
人
の
利
櫂
を
求
む
る
を
世
界
政
策
の
骨
子
と
す

る
な
ら
全
幅
の
賛
意
を
表
明
せ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
云
つ
て
ゐ
る
。
畢
党
彼
の
世
界
政
策
は
頷
土
的
侵
略
に
非
す
、
商

「
吾
人
は
支
那
に

於
て
獲
得
せ
る
政
治
的
純
清
的
地
位
を
永
久
に
支
持
す
可
苔
手
段
を
要
望
す
」
と
い
ひ
、
陪
々
に
土
地
占
有
を
ほ
の
め

か
し
て
ゐ
る
。

思
ふ
に
獨
逸
新
興
の
意
氣
盛
な

b
と
雖
も
英
佛
に
比
べ
て
立
後
れ
で
あ

b
夏
に
領
土
佼
略
の
こ
と
は
已

に
そ
の
盛
り
を
過
ぎ
土
地
の
求
む
可
き
で
な
く
勢
ひ
商
業
第
一
義
を
説
い
た
の
で
あ
ら
う
。
兎
も
角
か
ヽ
る
賓
情
で
あ

る
の
で
他
に
同
盟
を
得
て
三
國
同
盟
の
強
化
を
計
る
と
共
に
世
界
政
策
上
の
立
後
れ
を
立
て
直
す
必
要
が
あ
っ
た
。

恰
も
菩
し
英
露
の
関
係
は
緊
迫
し
、
「
シ
ド
ニ
ー
・
リ
ー
」
の
「
＝
ド
ワ
ー
ド
七
世
博
」
を
見
る
と
、
『
一
九
〇
一
年

懐

後

従
つ
て
同
演
諒
集
に
、 -ノ‘‘



前
進
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
嘆
じ
て
ゐ
る
」
と
い
う
て
ゐ
る
。

七

比
、
英
王
(
E
W
•
V
I
I
)

の
「
ツ
ア
ー
」
（
ニ
コ
ラ
ス
ニ
世
に
封
す
る
交
渉
に
も
係
は
ら
す
、
（
＝
ド
ワ
ー
ド
七
世
は
「
―
-

弓
フ
三
一
世
」
の
義
理
の
叔
父
）

ロ
シ
ア
外
交
の
攻
撃
的
態
度
に
封
し
、
古
含
嫉
視
の
情
は
油
然
と
し
て
わ
苔
立
っ
た
。

「
エ
ド
ワ
ー
ド
」
は
支
那
に
於
け
る
露
の
侵
略
的
行
動
を
心
配
を
以
て
見
詰
め
つ
ヽ
あ
っ
た
。
」
と
記
し
、
更
に
時
は
方

び
そ
の
他
の
方
面
で
の
将
来
重
大
な
困
難
に
到
す
る
必
要
上
有
力
な
る
大
陸
の
同
盟
に
自
ら
を
支
へ
ざ
る
限

b
獨
b
で

は
破
ら
れ
ん
と
し
、

か
く
し
て
今
や
英
國
博
統
の
「
名
暑
の
孤
立
」

ビ
ス
マ

JV

ク
以
来
、
求
め
て
得
ら
れ
な
か
っ
た
英
國
と
の
同
盟
は
英
國
そ
の
者
よ

b
し
て
和
親
の

一
九

0
一
年
一
月
英
女
皇
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
大
患
、
獨
帝
ウ
イ
JV

へ
JV

ム
ニ
世
は

こ
の
訓
毎
な
る
英
女
皇
を
見
舞
ひ
て
「
ロ
ン
ド
ン
」
に
至

b
二
月
初
旬
の
御
大
葬
ま
で
滞
在
さ
れ
た
が
、
そ
の
間
英
植

民
相
「
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
」
は
獨
帝
に
陪
せ
る
「
ニ
ッ
カ
ー
ト
ジ
ク
イ
ン
」
男
に
告
げ
て
、

餐
の
孤
立
の
時
期
は
了
れ

b
、
英
國
は
三
繭
同
盟
（
側
）
及
び
露
佛
同
盟
の
間
に
選
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
、
余
は
飽
ま
で
前

者
を
選
ば
ん
、
若
し
獨
に
し
て
應
ぜ
す
ん
ば
露
佛
同
盟
に
轄
ぜ
ざ
る
を
得
す
云
々
」
と
云
ひ
、
こ
れ
を
「
ェ
ッ
カ
ー
ト

ジ
ク
イ
ン
」
に
き
い
た
。
「
カ
イ
ゼ

JV
」
は
ビ
ー
ロ
ー
大
宰
相
宛
電
報
を
骰
し
、
「
英
國
人
は
正
し
く
我
等
の
期
待
せ
る

方
向
に
歩
を
移
せ
る
や
う
に
思
は
る
ヽ
。
」
と
述
べ
多
年
獨
逸
側
の
豫
期
せ
る
と
こ
ろ
に
英
國
の
近
よ

b
来
れ
る
を
喜
ん

だ
の
で
あ
る
。

「
ビ
ー
ロ
ー
」
は
こ
れ
に
到
し
「
ソ
ー
JV

ス
ベ
リ
ー
」
の
狡
猾
に
し
て
不
信
な
る
を
注
意
し
「
現
下
の

第
一
回
日
英
同
盟
の
成
立
と
ド
イ
ツ
帝
國

手
を
展
べ
来
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

に
南
亜
戦
手
の
閾
な
る
時
で
あ
る
の
で
、
駐
英
、
獨
大
使
ハ
ツ
ッ
フ
ェ

「
S
p
l
e
n
d
i
d
I
s
o
l
a
t
i
o
n
=
名

JV

ト
の
外
務
省
へ
の
報
告
に
「
英
國
が
支
那
及



「
獨
が
獨
逸
の
金
、
獨
逸

八

必
要
事
は
英
人
を
し
て
落
謄
せ
し
め
す
、
し
か
も
彼
を
し
て
必
然
的
に
獨
逸
の
加
入
を
確
信
せ
し
め
ざ
る
に
あ
る
。

く
し
て
英
を
焦
慮
せ
し
め
た
な
ら
獨
の
同
盟
に
封
し
て
要
求
し
得
る
債
格
を
高
め
得
る
だ
ら
う
」

る
と
こ
ろ
、

（
大
政
略
）

か

い
つ
て
ゐ
る
。
果
し
て
英
の
焦
慮
加
は

b
、
獨
逸
側
黒
幕
の
宰
相
「
ホ
JV

ス
ク
イ
ン
」
の
如
き
は
「
英
獨
間
の
同
盟
は

特
殊
的
協
定
な
ら
ぬ
一
般
的
防
禦
同
盟
な
ら
ざ
る
可
ら
す
」
と
主
張
し
こ
れ
に
封
し
英
國
側
で
は
「
大
政
略
」
の
偉
ヘ

一
九

0
一
年
三
月
英
國
外
相
「
ラ
ン
ス
ダ
ウ
ン
」
の
意
見
と
し
て
、

は
る
か
、
東
亜
が
同
盟
目
標
に
上
れ
る
以
上
、
営
然
日
本
が
考
慮
せ
ら
る
可
き
に
非
す
や
」
と
云
つ
て
居
b
、
ラ
侯
の

真
意
の

B
、
英
、
濁
協
定
に
あ
っ
た
こ
と
を
想
察
せ
し
め
る
。
こ
の
際
逆
に
駐
英
大
使

獨
防
禦
同
盟
が
英
國
自
骰
の
三
國
同
盟
参
加
の
形
式
に
出
づ
る
以
上
、
獨
逸
側
と
し
て
は
全
幅
の
贅
同
を
惜
む
可
含
理

由
は
な
い
云
々
」
と
論
じ
、

nn
平
な
る
英
獨
協
定
で
三
國
同
盟
の
力
を
間
接
に
強
化
す
る
よ

b
、
英
の
三
國
同
盟
加
入
で

該
同
盟
を
直
接
強
調
せ
ん
と
努
め
た
。
尚
日
本
加
入
に
つ
い
て
は
大
宰
相
「
ビ
ー
ロ
ー
」
が
「
日
本
の
利
櫂
獲
得
政
策

は
純
然
た
る
防
禦
同
盟
に
相
應
は
し
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
る
」
と
論
じ
た
の
が
「
大
政
略
」
に
載
せ
て
あ

b
、
日
本
参

加
を
好
ま
ざ
る
状
勢
を
ほ
の
め
か
し
て
ゐ
る
。
獨
は
何
故
、
英
の
三
國
同
盟
加
入
を
望
む
か
。
固
英
を
一
二
國
同
盟
に
近

付
か
し
む
る
は
獨
を
主
礎
と
す
る
三
國
同
盟
強
化
の
鴬
で
あ

b‘

⑮
英
の
三
國
同
盟
参
加
で
填
を
直
接
に
援
助
せ
し
め

る
の
は
民
族
的
に
複
雑
に
且
老
年
の
帝
王
を
戴
ぎ
瓦
解
の
惧
あ
る
澳
國
に
必
要
な

b
と
の
意
見
で
あ
っ
た
の
は
大
政
略

に
徴
し
て
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
似
次
に
大
政
略
に
よ
る
と
三
國
同
盟
の
一
員
伊
太
利
は
、

懐

攘

「
ハ
ッ
ツ
フ
ェ

JV
ト
」

は
「
英

「
獨
帝
國
は
果
し
て
英
獨
協
定
に
加

云
々
と



の
幸
禰
、
獨
逸
人
の
血
を
伊
に
供
し
て
惜
ま
ざ
る
以
上
こ
れ
を
味
方
に
着
け
お
く
こ
と
は
難
事
で
な
い
が
こ
の
三
者
こ

「
ロ
シ
ア
」
は
「
ア
ド
リ
ア
海
」
の
全
泊
岸
を
伊
國
に
約
束
し
、
更
に
盟
邦
佛
を
し
て
伊
に
強
黙
を
加
｀
へ
ざ
る
許
b
か

多
大
の
経
済
的
利
翁
を
得
せ
し
め
る
こ
と
が
出
来
や
う
。

只
こ
の
場
合
英
に
し
て
三
國
同
盟
に
移
行
せ
ん
か
、
伊
は
そ

の
攻
撃
に
曝
露
せ
る
ア
ド
リ
ア
海
岸
を
得
て
露
佛
側
に
参
加
す
る
や
う
な
こ
と
は
な
い
だ
ら
う
。

金
を
借
b
る
望
が
あ
る
、

か
ヽ
る
勁
に
ド
イ
ツ
と
し
て
英
の
三
國
同
盟
加
入
を
要
む
る
意
志
が
窺
は
れ
る
。
尚
ほ
獨
が

8
本
の
参
加
を
好
ま
ざ
る
具
意
は
何
で
あ
ら
う
か
。
獨
は
消
極
的
帝
國
主
義
を
と
る
に
せ
よ
日
本
の
如
含
有
力
な
國
家

と
同
盟
し
て
東
亜
に
安
定
せ
る
勢
力
を
築
く
の
は
蓋
し
切
貨
な
る
問
題
で
あ
る
。
と
は
い
へ
日
本
の
獨
に
到
す
る
三
國

同
盟
の
恨
は
殊
に
深
く
か
ヽ
る
疑
惑
に
充
つ
る
日
本
と
同
盟
し
て
も
仕
方
あ
る
ま
い
と
は
獨
逸
政
界
の
有
力
な
意
見
で

國
同
盟
＋
日
本
」
の
所
謂
五
國
同
盟
に
推
移
し
、
獨
は
飽
ま
で
英
國
に
反
し
日
本
を
除
く
四
國
同
盟
に
邁
進
せ
ん
と
し

「
ラ
ン
ス
ダ
ウ
ン
」
も
暫
く
こ
れ
に
重
心
を
お
く
こ
と
に
し
た
。

し
か
し
英
國
側
に
は
自
國
を
學
げ
て
三
國
同
盟
に
参
加
す
る
こ
と
に
異
論
が
あ
っ
た
。
第
一
、
こ
の
場
合
填
に
し
て

瓦
解
の
運
命
に
會
せ
ん
か
、
必
す
や
露
は
バ

JV

カ
ン
に
千
渉
の
手
を
伸
｀
べ
、
土
を
煽
動
し
て
露
土
戦
役
で
失
へ
る
土
地

を
澳
嗣
よ

b
取
戻
さ
し
め
る
で
あ
ら
う
。

第
一
回
日
英
同
盟
の
成
立
と
ド
イ
ツ
帝
國

「
ラ
ン
ス
ダ
ウ
ン
卿
」
の
如
苔
は
「
英
十
三

こ
の
場
合
英
は
戦
乱
の
渦
中
に
投
ぜ
ざ
る
を
得
す
尚
ほ
澳
は
獨
と
異
な
b
多

あ
っ
た
の
が
「
大
政
略
」
で
窺
は
れ
る
。
事
情
か
く
の
如
く
で
あ
つ
て
、

そ
全
「
イ
タ
リ
ャ
」
よ

b
も
重
い
も
の
が
あ
る
。

容
易
に
典
へ
る
こ
と
は
出
来
ぬ
。

九

そ
れ
の
み
か
英
よ
り

こ
れ
に
反
し
て
露
佛
同
盟
側
の



指
貼
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

英
國
の
三
國
同
盟
参
加
の
話
は
中
絶
と
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
消
息
は
凡
て
「
大
政
略
外
交
文
書
」
に

く
の
ス
ラ
．
フ
族
を
包
容
し
て
ゐ
る
か
ら
こ
れ
と
の
同
盟
は
好
ま
し
く
な
い
、

「
イ
タ
リ
ア
」

は
地
中
海
問
題
や

「
モ
ロ
ッ
コ
問
題
」
で
佛
西
雨
國
の
攻
撃
を
受
け
る
可
能
性
が
多
分
に
あ

b
こ
れ
と
の
同
盟
も
英
を
し
て
直
接
に
戦
禍

を
蒙
ら
し
め
る
。
尚
ほ
伊
の
如
き
「
ラ
テ
ン
系
國
家
と
の
同
盟
は
英
の
好
む
と
こ
ろ
で
な
い
」
と
云
ひ
結
局
一
九

0
1

年
五
月
十
七
日

英
獨
協
定
は
か
く
し
て
失
敗
の
淵
に
沈
む
に
至
っ
た
が
、
そ
の
影
響
と
し
て
獨
は
果
し
て
英
を
遠
か
つ
て
露
に
結
ぷ

可
き
で
あ
ら
う
か
。
イ
先
に
も
述
べ
た
一
八
八
七
年
ピ
ス
マ

JV

ク
の
英
國
首
相
「
ソ
ー
JV

ス
ベ
リ
ー
」
に
寄
せ
た
書
簡

を
見
る
と
、
「
英
に
見
捨
て
ら
れ
た
場
合
、
露
佛
側
に
償
を
求
め
る
で
あ
ら
う
」
と
云
つ
て
お
く
そ
の
博
統
を
博
ふ
る

ビ
ー
ロ

1
時
代
に
も
同
じ
動
き
が
あ
る
か
も
し
れ
ぬ
。
ロ
一
八
九
九
年
か
ら
一
九

0
二
年
に
渉
る
南
亜
戦
役
に
つ
い
て

大
宰
相
「
ビ
ー
ロ
ー
」
の
消
極
的
帝
國
主
義
は
到
英
戦
手
へ
の
介
入
を
妨
げ
る
こ
と
は
出
来
た
が
一
部
に
は
可
な
b
に

猛
烈
な
反
英
主
義
が
あ
b
、
更
に
一
九
〇
一
年
十
月
英
植
相
「
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
」
の
「
エ
ヂ
ン
バ
ラ
」
で
試
み
た
講
演

は
「
南
亜
の
「
ゲ
リ
ラ
」
戦
圃
に
峻
烈
な
態
度
を
と
る
可
き
必
要
を
線
述
し
、
そ
れ
か
ら
一
八
七

O
I七
一
年
に
ド
イ

略
の
外
交
諸
文
書
を
見
る
と
、

ツ
も
フ
ラ
ン
ス
に
到
し
よ

b
以
上
の
惨
虐
を
行
っ
た
で
は
な
い
か
、
と
獨
を
非
難
し
た
の
が
元
で
英
獨
関
係
は
豫
想
外

ーヽノ

に
悪
化
し
、
英
獨
協
商
行
詰
b
の
時
で
も
あ
る
の
で
一
轄
せ
ば
獨
を
し
て
露
に
向
は
せ
る
か
も
し
れ
ぬ
。
（
な
ほ
大
政

「
カ
イ
ゼ

JV
」
ウ
イ
JV

へ
JV

ム
ニ
泄
は
現
寅
的
政
策
よ

b
は
「
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
」
政
策

憾

穣

第
二

1
0
 



ー
ヘ
ン
」
の
意
見
と
し
て
、

に
依
握
し
、
政
策
の
方
向
も
急
韓
す
る
傾
向
に
あ
る
。
印
ち
国
「
カ
イ
ぞ

JV
」
は
「
英
獨
雨
國
民
は
同
じ
新
教
的
信
仰

を
持
ち
同
じ
「
チ
ュ
ー
ト
ン
」
民
族
系
に
屈
す
る
の
で
天
は
我
等
に
負
は
す
る
に
共
同
し
て
祉
界
文
明
の
向
上
に
向
は

せ
た
と
叫
ん
で
ゐ
る
が
、
制
そ
の
太
子
時
代
は
著
し
く
親
露
的
で
あ
る
と
い
ふ
噂
が
高
く
、

の
宰
相
「
ソ
ー
JV

ス
ベ
リ
ー
」
宛
翔
解
の
僻
を
送
っ
た
こ
と
も
あ

b‘

尚
帝
位
に
即
い
て
か
ら
英
大
使
を
引
い
て
自
已

の
親
露
主
義
な
ら
ぬ
を
繍
解
し
た
や
う
な
こ
と
も
あ
る
。
＠
し
か
も
こ
れ
は
日
英
同
盟
後
の
こ
と
で
こ
ヽ
に
引
用
す
る

に
適
嘗
せ
ぬ
が
一
九

0
二
年
夏
獨
帝
が
露
帝
の
招
を
受
け
「
レ
ヴ
ァ

JV
」
沖
海
軍
大
演
習
に
列
し
別
れ
に
臨
み
艦
上
よ

b
信
琥
を
掲
げ
「
大
西
洋
の
提
督
は
謹
ん
で
太
平
洋
の
提
督
に
敬
意
を
表
す
」
と
い
っ
た
の
が
「
ウ
ィ
ッ
テ
」
回
想
録
に

「

9
ビ
ト
フ
ォ

見
え
て
ゐ
る
が
、
共
力
し
て
東
酉
の
海
洋
に
威
力
を
振
は
う
と
考
へ
て
ゐ
た
以
上
、
英
獨
協
定
破
綻
常
時
に
も
或
は
一

轄
し
て
露
に
近
づ
く
危
瞼
が
な
か
っ
た
と
は
誰
人
が
云
ひ
得
や
う
ぞ
。
二
そ
れ
か
ら
こ
れ
は
「
大
政
略
」
文
書
に
見
え

て
居
る
こ
と
で
あ
る
が
、
英
が
嗅
伊
の
将
来
に
惧
を
以
て
三
國
同
盟
に
加
人
を
踏
躇
し
た
折
、
獨
外
相

「
果
し
て
澳
に
し
て
瓦
解
の
危
険
が
あ
っ
た
な
ら
、
三
國
同
盟
滴
了
期
に
、
填
に
顧
慮
せ

す
露
と
同
盟
を
結
ぶ
が
適
常
で
あ
る
。
従
来
は
澳
露
雨
國
の
利
灌
が
バ

JV

カ
ン
で
衝
突
す
る
の
で
か
、
る
同
盟
は
考
へ

ら
れ
ぬ
が
填
に
顧
慮
せ
ぬ
以
上
該
同
盟
に
可
能
性
が
あ
る
云
々
。
勿
論
こ
の
平
息
見
は
「
東
方
推
進
」
の
意
見
と
矛
盾
す

る
が
、
獨
露
接
近
の
必
す
し
も
不
可
能
で
な
か
っ
た
こ
と
を
證
明
す
る
。
」
併
し
こ
れ
を
一
而
か
ら
見
て
英
獨
協
定
の
成

立
如
何
に
係
ら
す
獨
の
英
國
側
に
止
ま
る
可
苔
可
能
性
も
皆
無
で
な
か
つ
忙
。
固
ビ
ー
ロ
ー
演
諒
集
に
よ
る
と
、

第
一
回
日
英
同
盟
の
成
立
と
ド
イ
ツ
帝
國

ビ
ー

「
ビ
ス
マ

JV

ク
」
か
ら
英



結
び
つ
く
も
の
と
は
容
易
に
断
す
る
こ
と
が
出
来
ぬ
。

ロ
ー
は
指
を
凡
ゆ
る
裂
隙
に
指
込
む
と
い
ふ
極
端
世
界
政
策
を
排
撃
し
、
南
亜
戦
役
に
武
力
を
以
て
介
入
す
る
愚
を
警

告
し
て
居
る
。
事
賓
斯
く
の
如
く
ん
ば
英
獨
協
定
が
中
絶
し
忙
か
ら
と
て
、
直
ぐ
獨
が
英
を
捨
て
露
に
走
る
も
の
と
は

誰
人
か
断
言
し
得
や
う
ぞ
。
⑮
「
大
政
略
」
に
依
る
と
「
露
が
獨
に
牒
し
て
共
カ
ヘ
ー
グ
協
定
に
基
含
千
渉
を
英
國
に
伸

ベ
南
亜
戦
手
に
休
止
を
命
せ
ん
と
し
た
が
、
獨
の
「
ホ

Jv

ス
ク
イ
ン
」
は
「
此
際
明
白
に
獨
の
賛
意
を
明
か
に
せ
ば
露
は

直
に
こ
れ
を
利
用
し
、
英
に
各
方
面
の
譲
歩
を
強
ゐ
て
有
利
な
る
英
露
協
定
を
結
ぷ
か
も
し
れ
ぬ
」
と
恐
れ
、
露
に
拒

絶
の
僻
を
奥
へ
た
。
事
情
か
く
の
如
く
ん
ば
、
た
と
へ
英
獨
協
商
行
ぎ
憐
み
と
な
つ
て
も
獨
が
英
を
離
れ
て
直
に
露
に

走
る
や
う
な
こ
と
は
あ
る
ま
い
。
囮
「
大
政
略
」
に
依
る
と
一
九

0
一
年
六
月
メ
ッ
テ

JV

―
―
ビ
は
ビ
ー
ロ
ー
に
書
を
致

し
「
今
や
獨
逸
は
工
業
國
家
と
し
て
活
動
を
始
め
、
世
界
第
一
の
消
費
能
力
を
有
す
る
支
那
に
大
闊
係
を
有
す
る
。
而

し
て
総
は
支
那
に
て
政
治
的
大
勢
力
た
ら
ん
こ
と
を
切
望
し
、
米
は
獨
占
的
経
清
力
を
扶
植
せ
ん
と
し
何
れ
も
他
と
協

力
す
る
の
望
は
な
い
。
獨
b
英
は
獨
と
協
力
、
支
那
海
岸
並
に
長
江
一
帯
に
商
櫂
の
進
展
を
企
つ
。
差
常
つ
て
英
獨
の

協
同
は
必
須
不
可
鉄
で
あ
る
云
々
。
英
獨
協
定
破
れ
た

b
と
て
獨
は
直
に
英
を
捨
て
露
に
走
る
で
あ
ら
う
か
。
⑪
「
大

政
略
」
所
載
、

す
ぐ
よ
b
か
、

b
を
求
め
る
必
要
あ
る
程
獨
は
微
弱
で
な
い
。
惟
界
史
痰
展
の
趨
線
を
察
す
る
に
世
界
史
的
潮
流
は
何

時
か
は
英
獨
雨
者
を
同
一
方
而
に
推
し
遣
る
可
き
趨
勢
に
あ
る
云
々
。
斯
く
の
如
く
ん
ば
今
、
濁
が
英
を
離
れ
て
露
に

懐

一
九

0
一
年
六
月
「
ホ

JV

ス
タ
イ
ン
」
の
言
に
依
る
に
「
現
下
英
獨
協
定
破
れ
た
か
ら
と
て
別
方
面
に

翁



三

要
す
る
に
英
獨
協
定
行
詰
後
獨
は
即
時
に
露
に
走
る
か
将
又
英
の
側
に
留
ま
る
か
其
の
需
背
は
極
め
て
褻
昧
で
あ
っ

て
こ
ヽ
に
日
本
の
方
針
の
日
英
同
盟
か
牌
た
日
露
協
商
か
の
重
大
な
る
闊
鍵
が
秘
め
ら
れ
て
ゐ
た
や
う
に
思
は
れ
る
。

浦
韓
方
面
に
於
け
る
我
が
國
の
特
殊
的
利
櫂
を
保
た
ん
こ
と
は
明
治
二
、
三
十
年
代
に
於
て
は
極
め
て
困
難
で
あ
っ
た
。

特
に
「
三
國
干
渉
」
の
こ
と
あ
b
て
は
朝
野
と
も
國
力
強
化
の
必
要
を
痛
戚
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
塞
々
録
中
、
西

駐
露
全
櫂
公
使
の
言
を
引
き
「
我
に
し
て
遼
東
半
島
を
占
領
し
朝
鮮
に
地
歩
を
固
め
ん
と
す
れ
ば
英
國
に
結
ん
で
他
日

そ
の
助
を
得
る
や
う
に
致
し
た
い
」
と
の
記
載
が
あ

b
日
英
同
盟
の
崩
芽
を
見
る
。
林
伯
秘
録
に
は
「
明
治
廿
八
年
林

董
の
露
國
公
使
時
代
英
の
使
館
員
オ
コ
ン
ノ
炉
と
交
つ
て
同
盟
の
こ
と
を
痛
戚
し
た
記
載
が
あ

b
、
明
治
三
十
一
年
に

は
英
の
植
相
チ
ニ
ン
バ
ー
レ
ン
我
が
加
藤
公
使
に
同
盟
締
結
の
意
見
を
ほ
の
め
か
し
た
と
博
へ
る
。
英
國
は
一
九

0
0

年
代
東
亜
に
於
け
る
露
の
進
出
に
政
治
艇
済
上
の
危
除
を
戚
じ
一
方
南
亜
方
面
の
情
勢
険
悪
を
告
げ
大
陸
同
盟
に
依
ら

ざ
る
限

b
極
東
そ
の
他
の
方
面
の
安
寧
を
維
持
し
得
す
と
考
へ
上
記
の
「
チ
ニ
ン
バ
ー
＞
ン
」
の
活
動
又
前
記
の
「
ラ

ン
ス
ダ
ウ
ン
」
の
日
英
獨
三
國
同
盟
の
提
唱
と
な
っ
た
、
こ
の
折
一
九

0
一
年
―
―
-
、
四
月
の
交
、
駐
英
、
獨
大
使
館
参

事
官
ニ
ッ
カ
ー
ト
シ
ク
イ
ン
の
林
公
使
に
劉
す
る
日
英
獨
三
繭
同
盟
の
提
唱
と
な
っ
た
こ
と
が
林
伯
秘
録
に
記
し
て
あ

る
が
「
大
政
略
」
所
載
外
交
文
書
で
は
「
ェ
ッ
カ
ー
ト
シ
ク
イ
ン
」
自
身
提
案
し
た
の
で
な
く
却
て
林
公
使
の
提
唱
で

あ
る
と
記
載
す
る
が
、
時
事
紙
の
云
ふ
廊
林
は
「
學
者
風
で
櫂
謀
術
敷
的
の
人
で
な
か
っ
た
」
と
記
し
て
ゐ
る
の
で
會

談
の
内
容
を
曲
げ
た
も
の
と
も
思
は
れ
す
、
凡
ら
く
一
九

0
一
年
四
、
五
月
の
交
、
英
獨
協
定
の
中
絶
と
な
ら
ん
形
勢

第
一
回
日
英
同
盟
の
成
立
と
ド
イ
ツ
帝
國



み
る
時

に
見
え
た
の
で
、

さ
て
こ
そ
「
ェ
ッ
カ
ー
ト
ジ
ク
イ
ン
」
は
そ
の
「
イ
ニ
ジ
ア
チ
ー
プ
」
を
と
れ
る
日
英
獨
三
國
協
商

の
失
敗
を
蔽
は
ん
が
た
め
林
伯
の
言
ひ
出
で
た
る
な
b
と
報
じ
た
の
で
あ
ら
う
。
と
も
あ
れ
一
九

0
一
年
（
明
治
三
十

四
年
）
四
月
林
は
電
報
に
て
英
國
側
の
意
向
を
探
る
可
否
を
本
國
に
乾
し
日
英
協
商
の
幕
は
こ
ヽ
に
開
か
れ
、
十
一
月

ラ
ン
メ
ダ
ウ
ン
の
林
公
使
へ
の
條
籾
集
提
出
同
且

H
木
の
修
正
案
提
出
、

一
九

0
二
年
一
月
三
十
日
の
日
英
同
盟
調
印

と
な
っ
た
。
こ
の
間
に
於
て
注
廊
ず
べ
き
は
H
エ
ヤ
四
年
五
月
比
ま
で
の
會
談
で
英
は
頻
b
と

8
英
同
盟
の
締
結
に
第
三

國
の
加
入
も
考
虚
す
べ
き
か
と
の
意
見
を
表
明
し
、
日
本
政
府
も
林
に
令
し
て
英
獨
の
協
定
は
如
何
に
や
と
問
合
し
た

が
、
協
定
破
綻
後
は
一
時
英
の
獨
逸
勘
誘
も
軟
調
と
な
b
林
公
使
の
問
合
せ
に
到
し
、
日
英
の
こ
と
大
要
目
鼻
が
つ
い

た
虞
で
獨
に
交
渉
す
る
が
よ
か
ら
ん
ど
云
ふ
に
至
っ
た
。
（
獨
を
怒
ら
し
露
に
走
ら
せ
ぬ
や
う
）

8
英
同
盟
締
結
の
過
程
中
に
起
っ
た
注
意
す
べ
き
事
件
は
伊
藤
侯
の
外
遊
で
あ
る
。

一
九

0
一
年
九
月
の
侯
爵
の
外

遊
は
表
面
米
「
＝

1
J
V
大
學
」
よ

b
法
學
博
士
を
贈
ら
れ
た
る
こ
と
に
到
す
る
挨
拶
を
兼
ね
永
年
政
界
活
動
の
労
を
慰

し
、
傍
ら
或
種
の
政
治
目
的
に
解
決
を
齋
ら
さ
ん
と
す
。
そ
し
て
こ
の
中
に
侯
爵
多
年
の
希
望
た
る
日
露
協
定
の
企
て

の
あ
っ
た
の
は
無
論
で
あ
る
。
伊
藤
侯
井
上
伯
の
親
総
主
義
に
つ
い
て
は
世
に
定
評
あ

b
、
そ
の
意
の
甚
く
と
こ
ろ
は

公
爵
桂
太
郎
博
に
記
さ
れ
あ
る
や
う
「
桂
日
、
露
の
欲
望
は
極
め
て
盛
に
し
て
こ
れ
に
敵
到
す
る
は
非
常
の
困
難
を
伴

ふ
、
藤
侯
等
の
一
時
的
平
和
論
の
基
く
と
こ
ろ
も
賓
に
こ
ヽ
に
存
し
維
新
以
後
幾
度
か
の
困
難
に
常
ら
れ
し
歴
史
を
顧

懐

藤
侯
等
の
か
く
考
へ
ら
れ
る
も
無
理
と
は
難
申
」
と
論
じ
て
居

b
、
又
雑
書
類
纂
の
中
に
伊
藤
侯
の
意
見
と

褪

一
四



し
て
「
露
佛
同
盟
は

H
本
に
向
つ
て
直
接
到
抗
の
意
志
を
有
す
る
と
は
欧
洲
の
意
向
な

b
」
と
述
べ
て
ゐ
る
。
勢
ひ
藤

侯
等
の
露
佛
同
盟
に
傾
か
ん
と
せ
し
は
賓
に
こ
ヽ
に
あ
る
な
る
べ
し
。
況
ん
や
一
九

0
一
年
五
月
英
獨
協
定
破
綻
の
話

は
我
國
に
博
は
b
し
な
る
べ
く
、

． 

•五

以
後
の
獨
が
英
に
止
ま
る
か
露
に
歩
を
轄
す
る
か
は
全
く
不
明
の
中
に
あ
っ
た
に
相

違
な
く
、
常
時
藤
侯
一
派
は
獨
に
し
て
露
佛
に
傾
か
ん
か
或
は
た
と
へ
中
立
の
態
度
に
出
づ
る
と
も
日
露
協
定
に
力
を

用
ひ
ん
と
せ
し
は
、
公
爵
桂
太
郎
博
等
に
見
て
こ
れ
を
了
す
る
を
得
。
し
か
し
聰
明
な
る
侯
爵
は
必
す
し
も
一
方
的
に

一
九

0
一
年
（
明
治
三
十
四
年
）
七
月
林
公
使
よ

b
政
府
宛
英
國
の
意
帯
は
日
英
同
盟
に
向
つ
て
高
ま
れ

る
を
報
ぜ
し
時
侯
爵
は
桂
首
相
に
向
ひ
「
我
は
ど
の
路
、
露
に
封
す
る
方
策
を
講
ぜ
ね
ば
な
ら
す
英
の
い
ふ
所
を
利
し

て
其
の
要
求
に
應
す
る
も
可
な

b
」
と
云
う
て
ゐ
る
。

同
盟
を
結
ぶ
も
よ
か
ら
ん
と
の
意
で
あ
っ
た
ら
う
。
し
か
し
親
露
的
な
る
藤
侯
は
寧
ろ
露
國
側
と
の
協
商
を
希
望
し
、

H
英
獨
を
連
ね
て

英
國
側
と
の
協
繭
成
立
の
場
合
も
日
本
は
若
干
露
國
に
連
絡
を
保
た
う
と
し
た
で
あ
ら
う
。
次
に
桂
穂
理
、
駐
英
林
公

使
、
曾
根
前
外
相
、
小
村
外
相
、
将
た
山
縣
、
松
方
、
西
郷
、
大
山
の
諸
元
老
の
何
れ
も
親
英
主
義
で
あ
っ
た
の
は
林

伯
秘
録
、
桂
太
郎
博
等
に
徽
し
て
明
か
で
あ
る
。
桂
総
理
等
の
考
は
桂
太
郎
博
に
依
る
に
「
露
は
獨

b
滴
洲
占
領
に
滴

足
せ
す
廻
に
韓
國
に
爪
牙
を
伸
ぶ
べ
く
、
こ
の
際
露
に
親
ま
ん
と
す
る
は
軍
に
一
時
の
安
苔
を
愉
む
も
の
、
結
局
は
露

の
勢
に
屈
せ
ざ
る
を
得
す
、
こ
れ
に
反
し
英
は
冊
界
に
跨
る
版
岡
を
有
し
只
こ
れ
を
保
有
す
る
に
汲
々

f
r
b
、
我
と
結

ぷ
も
露
の
極
東
佼
入
に
常
ら
ん
鴬
に
し
て
日
英
相
結
ぶ
は
尤
も
自
然
な

b
」
と
。

第
一
回
日
英
同
盟
の
成
立
と
ド
イ
ツ
帝
國

は
考
へ
ぬ
。

日
本
が
こ
の
同
盟
に
依
b
て
露
の
非

恐
ら
く
は
濁
の
英
國
側
に
止
ま
る
場
合
、



可
能
性
を
も
つ
て
き
た
の
は
幸
で
あ
る
。

望
を
制
し
、
東
亜
安
定
の
礎
を
謹
か
ん
と
せ
し
積
極
的
外
交
は
こ
ヽ
に
明
か
に
窺
は
る
。
常
時
曖
昧
の
態
度
に
あ
る
獨

が
英
に
止
ま
る
か
或
は
中
立
を
と
ら
ば

B
英
同
盟
に
全
力
を
注
が
う
と
し
た
の
は
無
論
な
b
。
し
か
し
賢
明
な
桂
は
獨

の
露
佛
に
輿
す
る
場
合
、
日
本
が
露
佛
側
に
立
つ
こ
と
は
止
を
得
ぬ
と
考
へ
た
で
あ
ら
う
。

只
桂
首
相
は
主
と
し
て
日

英
同
盟
を
希
望
し
、
日
露
協
商
成
立
の
際
も
尚
且
つ

B
英
親
交
を
つ
な
が
う
と
し
た
の
は
無
論
で
あ
ら
う
。
果
然
一
九

0
一
年
九
月
十
三
日
桂
の
私
邸
で
の
伊
藤
の
送
別
宴
の
際
、
山
縣
侯
が

B
英
同
盟
を
主
と
し
露
と
の
協
商
も
不
可
な
る

に
あ
ら
ね
ど
、
こ
は
政
府
に
任
し
て
決
定
さ
れ
た
し
と
伊
侯
に
申
告
、
桂
も
こ
れ
に
賛
し
た
の
は
主
日
英
同
盟
論
者
た

る
こ
と
が
窺
は
れ
伊
藤
が
佛
然
と
し
て
怒
を
な
し
た
の
は
、
彼
の
主
日
露
同
盟
論
者
た
る
を
窺
は
し
む
。
し
か
し
何
れ

も
雨
同
盟
の
一
方
だ
け
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
た
繹
で
な
く
、
桂
も

H
露
協
両
を
或
る
程
度
ま
で
認
め
た
や
う
に

思
は
る
。
と
は
い
へ
互
に
そ
の
主
た
る
と
こ
ろ
を
貰
徹
せ
ん
と
し
て
多
少
の
戚
情
の
衝
突
を
現
し
た
の
は
桂
太
郎
博
、

林
伯
秘
録
等
に
し
ら
れ
る
。
し
か
も
雨
論
の
到
立
も
そ
の
反
到
論
を
若
干
受
入
れ
や
う
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
妥
協
一
致
の

さ
て
伊
侯
一
行
は
一
九

0
一
年
九
月
祗
國
を
出
て
、
十
月
エ
ー
JV
大
學
百
年
祭
参
列
。

を
純
て
露
郁
に
至
b
、
8
露
協
商
の
瀬
踏
を
な
し
、
獨
を
経
て
英
に
渉
b‘

佛
伊
を
経
て
一
九

0
二
年
二
月
已
に
日
英

同
盟
の
調
印
を
了
っ
た
後
、
本
繭
に
蹄
速
し
た
。
元
来
伊
藤
は
主
日
露
同
盟
論
者
で
あ
b
こ
れ
に
よ
っ
て
戦
争
勃
彼
の

禍
機
を
延
｀
べ
得
る
と
考
へ
た
。
こ
と
に
一
九

0
一
年
五
月
英
獨
協
定
中
止
の
姿
と
な

b
獨
の
親
露
熱
が
高
上
し
て
か
ら

懐

徳

十
一
月
佛
國
脊
、
爾
後
巴
里

-

1

ハ



あ
ら
う
」
と
い
ひ
、

一
意
露
國
へ
の
接
近
を
す
ヽ
め
て
ゐ
る
。

一
七

こ
れ
に
到
し
伊
藤
侯
の
返
書
に
は
、

（
英
獨
協
定
の
破
綻
に
よ

b
)
日
英
同
盟
の
締
結
は
必
す
露
佛
獨
を
し
て
三
闘
同
盟
を
造
る
の
決
心
を
な
さ
し
め
る
で

意
は
英
と
同
盟
を
結
ば
ん
と
す
る
に
あ
る
如
し
、
し
か
し
獨
の
態
度
は
貴
電
の
如
く
英
に
傾
く
望
が
な
い
や
う
に
思
は

れ
る
か
ら
、

「
H
本
政
府
の
決

日
英
の
闘
係
を
決
定
す
る
前
に
、
露
が
呆
し
て

H
本
と
の
協
定
に
應
す
る
な
る
や
を
確
め
た
い
と
思
ふ
」

と
云
っ
た
。
（
伊
藤
博
文
秘
録
）

H
露
協
定
に
邁
進
せ
ん
と
す
る
侯
の
決
意
を
見
る
に
足
る
。
林
伯
秘
録
に
依
る
に
、
林

伯
（
急
進
日
英
同
盟
論
者
）
は
日
英
同
盟
の
進
行
す
る
今

H
藤
侯
の
露
閾
訪
間
は
差
控
へ
て
ほ
し
い
と
い
ふ
意
見
で
あ

っ
た
が
、
藤
侯
は
従
は
す
、
し
か
も
露
に
至
つ
て
の
協
商
は
藤
侯
の
意
に
添
は
ざ
る
も
の
多
大
で
あ

b‘

剰
へ
十
二
月

七
日
の
御
前
合
議
は
日
英
同
盟
の
決
行
を
御
栽
決
に
な
っ
た
。
事
姦
に
至
っ
て
は
元
来
が
融
通
性
に
富
む
伊
侯
の
外
交

第
一
回
日
英
同
盟
の
成
立
と
ド
イ
ツ
帝
國

て
十
一
月
井
上
伯
か
ら
露
都
の
伊
藤
侯
に
典
へ
た
書
に
は
、

「
獨
は
恐
ら
く
日
英
同
盟
に
は
加
入
せ
な
い
で
あ
ら
う
、

は
、
若
し
日
英
交
渉
に
獨
を
加
へ
る
希
望
な
ら
、
商
議
が
餘
り
す
ヽ
ま
ぬ
中
協
議
す
る
が
得
策
だ
ら
う
と
い
う
た
。

さ

の
で
あ
っ
た
。

か
く
て
伊
藤
博
文
秘
録
に
い
ふ
如
く
、

一
九

0
一
年
十
一
月
侯
の
巴
里
よ

b
桂
首
相
に
宛
て
た
手
紙
に

「
伊
藤
の
異
謡
は
英
國
が
我
れ
の
要
求

は
、
伊
藤
の
言
ふ
如
く
日
英
同
盟
か
ら
獨
を
除
外
す
る
睦
、
獨
は
怒
つ
て
露
に
寄
向
す
べ
く
随
、
つ
て
こ
の
考
よ
b
言
は

ば
英
は

H
英
同
盟
を
差
控
へ
る
結
果
と
な
る
か
も
し
れ
す
、
桂
太
郎
博
に
も
、

を
入
る
ヽ
を
難
せ
ん
」
と
い
ふ
の
で
あ
っ
た
と
あ
る
。
伊
藤
は
一
意
率
先

H
露
協
商
に
向
っ
た
。

し
か
し

8
露
協
商
必

す
し
も
成
立
す
る
と
は
限
ら
す
、
そ
の
時
に
は

H
英
同
盟
を
主
と
し
て

8
露
の
そ
れ
を
従
と
す
る
が
よ
か
ら
う
と
云
ふ



て
一
學
に

8
英
同
盟
を
逹
成
す
る
や
ぅ
本
國
政
府
に
申
告
し
た
」
と
記
し
て
居

b
、
又
伊
藤
が
英
を
過
ぎ
ら
す
米
よ

b

す
ぐ
佛
に
至
れ
る
に
つ
い
て
は
、
英
國
鴬
政
家
の
憂
惧
を
惹
起
し
、
「
ラ
ン
ス
ダ
ウ
ン
」
侯
の
如
苔
は
林
に
封
し
「
若
し

日
本
が
一
方
英
と
交
渉
し
他
方
露
と
協
商
を
行
は
ん
と
す
る
な
ら
、
英
の
憤
激
は
一
方
な
ら
す
と
い
う
た
」
と
同
じ
林

あ
っ
た
」
と
告
げ
て
居

b
、
林
伯
秘
録
に
よ
る
と
、

「
こ
の
こ
と
大
に
英
の
焦
慮
を
惹
起
し
、
自
分
は
こ
れ
を
利
用
し

よ
b
見
て
日
英
同
盟
に
反
封
な
る
べ
き
理
由
は
な
い
。
し
か
も
か
ヽ
る
瞭
も
尚
一
面
日
露
の
親
交
を
つ
な
が
ん
と
の
決

意
を
な
し
「
ラ
ン
ス
ダ
ウ
ン
」
侯
と
の
會
見
に
も
こ
の
話
を
し
て
「
ラ
」
侯
の
承
認
を
得
た
こ
と
が
、
伊
藤
博
文
認
録

次
に
桂
首
相
の
如
き
親
英
論
者
が
必
す
し
も

8
露
接
近
を
否
定
す
る
も
の
で
な
い
の
は
既
述
の
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

そ
の
主
要
目
的
た
る
日
英
同
盟
逹
成
に
全
力
を
傾
け
る
に
至
っ
た
の
は
如
何
の
根
櫨
に
基
く
の
で
あ
る
か
。
英
獨
交
渉

一
九

0
一
年
六
月
（
桂
内
閣
曾
根
外
相
）
獨
外
相
リ
ヒ
ト
ホ
ー
ヘ
ン
が
、
駐
日
公
使
ア
JV

コ・

ヴ
ァ
レ
ー
宛
の
電
文
（
「
大
政
略
」
）

で、

「
8
本
政
府
よ

b
、
日
本
が
朝
鮮
の
た
め
他
と
戦
を
開
く
時
、
獨
が
如
何
な

る
態
度
を
と
る
か
と
聞
か
れ
た
ら
、
獨
は
日
本
に
好
平
息
の
中
立
を
と
る
こ
と
を
申
告
せ
よ
」
と
い
う
た
。

こ
れ
を
伊
侯

が
開
い
た
か
、
開
い
て
も
信
じ
な
か
っ
た
か
は
明
か
で
な
い
が
、
桂
内
閣
に
は

H
英
同
盟
締
結
に
つ
き
多
大
の
自
信
を

典
へ
た
や
う
に
思
は
れ
る
。
廻
に
一
九

0
一
年
七
月
、

か
の
「
＝
ッ
カ
ー
ト
ジ
ク
イ
ン
」
よ

b
獨
外
相
へ
の
書
信
「
大

政
略
」
に
よ
る
と
「
自
分
は
ラ
ン
ス
ダ
ウ
ン
侯
に
到
し
、
日
露
接
近
の
危
険
や
そ
の
兆
候
に
つ
苔
注
意
を
喚
起
す
る
所

の
破
綻
に
瀕
し
た
翌
月
、

に
見
え
て
居
る
。

懐

翁

一
八



寧
ろ
常
然
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

し
か
も
こ
の
積
極
、

一
九

の
外
交
の
要
諦
で
あ
っ
て
、

一
定
方

伯
秘
録
に
博
へ
て
居
る
。
こ
れ
ら
が
相
依
b
相
侯
つ
て
桂
首
相
等
の
決
心
を
固
め
、
主
要
目
的
が
大
成
さ
れ
、
藤
侯
一

派
の
融
通
性
に
富
む
日
露
協
両
論
者
も
合
流
し
て
、
古
今
未
曾
有
の
日
英
同
盟
の
殿
堂
を
築
き
上
げ
た
の
は
、
邦
家
の

「
ビ
ス
マ

JV

ク
」
嘗
て
澳
國
史
家
「
フ
リ
ー
ド
ュ
ン
グ
」
と
語

b

「
元
来
政
略
に
於
て
は
久
し
き
に
一
旦
つ
て
髪
ら
ざ

る
方
策
を
立
て
る
こ
と
は
出
来
な
い
、

政
治
家
は
森
を
行
く
旅
人
に
も
例
へ
る
こ
と
が
出
来
、
そ
の
進
む
べ
苔
方
向
は
知
b
つ
れ
ど
、
森
を
抜
け
出
づ
る
路
筋

に
就
て
は
何
等
豫
定
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
云
々
。
」
こ
れ
こ
そ

向
を
指
す
、
外
交
扉
理
の
方
策
の
異
な
る
は
蓋
し
自
然
の
敷
で
あ
る
。
今
一
九

0
1
―
年
第
一
日
英
同
盟
成
立
の
過
程
を

按
す
る
に
、
英
國
と
露
佛
、
そ
の
中
間
に
立
つ
ド
イ
ツ
帝
國
の
外
交
は
極
め
て
不
定
な
る
も
の
で
あ
つ
て
、
殊
に
英
獨

交
渉
の
中
絡
後
、
そ
の
果
し
て
露
西
亜
側
に
立
つ
べ
ぎ
や
牌
た
英
吉
利
側
に
立
つ
べ
苔
や
容
易
に
豫
測
す
る
こ
と
は
不

可
能
で
あ
っ
て
、
常
時
東
洋
平
和
を
目
指
す
極
東
政
策
上
、
切
に
同
盟
を
持
つ
べ
含
必
要
に
追
ら
れ
て
ゐ
た
日
本
の
政

治
家
の
中
に
も
、
伊
藤
侯
一
派
の
露
と
結
ん
で
消
極
的
に
國
勢
の
興
隆
を
目
指
す
政
治
家
と
、
桂
侯
一
派
の
英
國
と
結

ん
で
百
歳
の
禍
根
た
る
露
酉
亜
帝
國
の
侵
略
て
ぅ
禍
源
を
一
學
に
掃
蕩
し
よ
う
と
い
ふ
積
極
的
方
針
を
目
指
す
政
治
家

の
出
た
の
は
、

第
一
回

B
英
同
盟
の
成
立
と
ド
イ
ツ
帝
國

結

び

大
幸
た
る
を
疑
ふ
｀
べ
苔
で
な
い
。

わ
れ
ら
の
豫
定
し
得
る
も
の
は
追
究
す
べ
苔
究
党
目
的
の
外
に
は
な
い
、
賓
に

「
ビ
ス
マ

JV

ク」
消
極
の
雨
政
策
は
、

緩
急
相
補
ひ
長
短



追
懐
し
、
戚
慨
特
に
切
な
る
も
の
あ
る
を
覺
ゆ
る
。

（
若
干
こ
の
間
に
生
じ
た
派
生
的
私
的
威
情
の
衝
突
の
如
き
特
に
こ
れ
を

重
大
視
す
る
の
要
は
な
い
の
で
あ
る
）
今
や
邦
家
未
曾
有
の
難
局
に
羞
し
偉
大
な
b
し
明
治
時
代
の
政
治
家
の
業
績
を

っ
た
の
は
塞
に
以
て
快
心
の
至

b
で
あ
る
。

相
助
け
、
極
め
て
微
妙
な
る
伸
縮
力
を
有
し
、
途
に
こ
の
優
越
な
る
外
交
的
地
盤
の
上
に
日
英
同
盟
て
う
大
殿
堂
を
創

立
し
、
こ
ヽ
に
我
れ
に
と
つ
て
は
日
露
戦
役
に
大
な
る
便
官
を
興
へ
、
延
い
て
皇
國
興
隆
の
文
化
的
甚
礎
を
謹
く
に
至

懐

徳

（
昭
和
十
三
年
＋
月
八
日
記
念
講
演
）
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